
CASE.04

築25年⼾建の間取りリニューアル
使わない和室を、リビングとつづき間にしたい。
親戚が集まったときの
リビングの狭さが気になっていたとのこと。
定年をむかえ、家にいる時間も増えたことから、
今まで不便に感じていたことも合わせて⼀新。
元の骨組みを確認しつつ、押⼊を撤去。
耐震⾯は保ちつつ、和室をリビングへ。
役目を終えた床の間は、⽞関とつなげて、
コートも掛けられるシューズクロークへ変更
仕切られていたキッチンも対⾯化。
固定化されていダイニングの位置も変わり、
その位置にはミシンもできるワークカウンターを造作。
新しい間取りは、単に広くなっただけでなく、
キッチンから旧和室の掃出し窓…
さらには外のバス通りまで⾒通せる程、視界が開けた。
毎⽇の過ごし⽅も変わる事例となった。

畳や押⼊は姿を消し、リビングへ床の間は⽞関・SICへと変わった

Specs
Door：Panasonic ベリティス  等
Floor：Panasonic  usui-ta耐熱
Kitchen：Panasonic L-class
Wallpaper：リリカラ
Curtain：シンコール
Shelf：WOODONE
Lighting：KOIZUMI
Tile：名古屋モザイク

Before After

⽞関のビフォーアフター。収納量重視の下駄箱配置を変えて閉鎖感を抑えた

Before

Before After

After

ドアが開いていると
⽞関から⾷卓が丸⾒えだった…
収納にしてカバー

畳を撤去
リビングと⼀体化
解体して軸組みをしっかり考察
筋交いもバランスをみながら移設

キッチンは、
ペニンシュラ型として
リビングに開かれる形に。
腰壁にはパネリング
キッチンの壁は、タイル仕上げ


